
環境整備室                     室長 太田 徹哉（副統括診療部長） 

  

● 活動目的 

 環境整備室は、国立病院機構岡山医療センターの院内・敷地内のあらゆる環境の整備を推進すること

を目的に 2007年に設立された。2019年度より活動休止していたが、院内の環境を職種横断的に改善し

ていくために、2020 年中期より再度活動することになった。 

【これまでの活動】 

① 院内環境の継続的な点検及び把握 

② 院内環境の問題点及び改善方策の検討ならびに院内環境整備の企画立案 

③ 上記項目にかかる院長への報告 

④ 病院環境に関する院長の個別指示事項の実施 

⑤ 上記項目に付随する事務処理 

⑥ その他院内環境に関係する病院全体としての企画や行事の協力・参加等 

 

● 令和 2年度の活動 

・再活動後の環境整備室初回会議 

日時 令和 2年 8月 7日（金） 16 時 00 分～ 

場所 研修室 6.7 

【決定事項】 

１）イベント関連に関しては、COVID-19 感染拡大に伴い基本的に中止とした 

１ 病院フェスタ・・・中止 

２ 病院忘年会・・・中止 

 新人歓迎の代替イベントも、年度内に開催困難と判断し、次年度へ繰越 

 

２）院内環境関連（院長からの指示を伝達） 

   １ 本館 1階のウッドデッキ撤去後の広場の活用 

   ２ 院内掲示物の統一化 

 

・ 8 月 19 日：主要メンバーで外来を中心に院内ラウンド。ポスター掲示の状況を調査。 

・ 8 月 25 日：管理診療会議で、環境整備室活動再開のアナウンス。院内の不要な掲示物を撤去

する方針と、今後の掲示方法に関しては統一的なフォーマットを導入することを説明。一週間の

猶予期間を起き、9月 3 日に撤去することとした。 

 
 
 

9 月 3 日（木）院内ラウンドを行い、掲示物を撤去   

  担当エリア   担 当 者   
１班 1 階 太田（副統括） 榎本（栄養）   

２班 2 階 外来 上本（看護） 香川（看護） 岡村（事務） 

３班 2 階 放科、救外 山口（放） 山内（事務）   

４班 3 階 外来 井澤（看護） 大東（看護） 田中（事務） 

５班 3 階 検査、臨研 塩田（検査） 平良（検査）   

 

本館２F 外来待合ホール 

  Before      After 
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国際医療協力室                室長 中村 信 （新生児科） 

 
 
 
 
 

国際医療協力室のロゴマーク 

● 活動目的                             

『外国人にやさしい病院』を目指して 

1） 当院では 2005 年 4 月に国際医療協力室が発足した。（臼井外科医長） 

2） その間、医療通訳をはじめとする外国人診療体制の整備をいろいろと行なってきた。 

3） 2006 年から 6年間は厚生労働省国際医療研究を行なった（3 研究）。 

 １．（18 指１）ネットワーク機関における外国人診療のあり方に関する研究 

 ２．（18 公６）胎児から乳幼児に子育てを軸とした継続ケアの構築 

 ３． （21 指９）海外渡航者及び帰国者のための効果的な診療体制整備に関する研究－（分

担）在日外国人・日本への外国人渡航者の診療体制の構築 

4） それらをもとにして、2012 年外国人診療の１０箇条をまとめた。外国人診療に対する基本的な

姿勢を述べている。2013 年改訂。 

5） 当院でできる海外医療協力を推進している。 

 

● 活動状況 

1） 海外医療協力（2020 年度はコロナ禍のため実活動はほとんどない） 

   NPO 中国四国小児外科医療支援機構（本部：岡山医療センター）による活動 

  ミャンマー等手術ミッション 年に１～２回で平成 23年 1 月より継続している 

  当院の医師、看護師が毎回参加している。 

海外医療機関からの見学・研修の調整・世話など 

外国人医師臨床修練指導医（中村） 

2） 当院の外国人診療システム充実のための活動 

3） 外国人診療の手助け、助言 

  診療に必要な書類掲示物の英訳・助言など適宜行っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

岡山医療センターの外国人診療

• 患者の家族・知人による通訳
上記がいない時は地域連携室・国際医療協力室に連絡

• 多言語医学情報ツールの活用
16カ国対応診療補助表など

• 医療通訳の確保
英語は院内

その他の言語は院外から

岡山国際交流センター 中国語・ポルトガル語など

2019 カンボジア国研修にて 
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